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１．学科試験まで２ヶ月でも「合格する方法」 ・・・半年あるなら確実

学科試験まで残り２ヶ月であっても、ここから学科合格できる方法「法規25点合格法」を解説する（半年なら確実合格）。

学科試験は、総合点が約90点（合格率15～20％）に達した方が合格できる厳しい試験である。

多くの受験者が資格学校へ通学し、毎週講義を受けて必死に学習している（独学者も学習量は同様）。資格学校は、講師が５

科目全てを平均的に解説する（毎年ほぼ同じ講義）。研究会は、この資格学校の学習法を否定するものではないが、この方法

では、なかなか合格できない。５科目平均で90点を目指すには、全科目で正解率72％を取る必要があり、これは意外に難しい

（何年も通学する理由でもある、しかも超高額）。

研究会は、法規を25点取ることで、他の科目が比較的難易度を下げれることから、短期間に効率よく合格できる方法として、法

規25点合格法を推奨している。法規は、集中して学習すると他の４科目に比較して、急速に点数が上がる。30点という高得点

であることも魅力である。更に、法規のみ法令集を持ち込める。この法令集は、ちょっと工夫すると、簡単に過去問20年の法文

を引くことができる。つまり、法規だけなら２ヶ月で25点が取れるようになる。その結果、他の４学科の点数は、低くても90点に到

達する。

合格基準点の現状を表１に示す。

学科試験は、各科目の合格基準点（足切点）として、Ⅰ計画11点、Ⅱ設備11点、Ⅲ法規16点、Ⅳ構造16点、Ⅴ施工13点がある

（合計67点）。ここから、総合点の合格基準点90点±4点へ達するには、受験者による自由選択となる。法規が25点（正解率

83％）取れるなら、他の科目は、68％の正解率（Ⅰ計画14点、Ⅱ設備14点、Ⅳ構造20点、Ⅴ施工17点）で合計90点となる。

受験者の殆どの方は、法規以外で何かの学科の専門家である。意匠設計者はⅠ計画、設備設計者はⅡ設備、構造設計者は

Ⅳ構造、施工者はⅤ施工である。法規が専門という方は極めて少ない。従って、法規を集中的に点数を上げることは、他の科

目でのリスク回避にもつながる。つまり、法規以外では、68％正解を目指すが、ある科目だけは専門なので、その科目αは高

得点を取れることから、90点＋α点となる（その科目αがリスク回避）。

表１　学科試験の合格基準点 ※は、難易度により補正（-1点）となった

Ⅰ計画 Ⅱ設備 Ⅲ法規 Ⅳ構造 Ⅴ施工 総得点 受験者数 合格者数 合格率

（20点） （20点） （30点） （30点） （25点） （125点） （人） （人） （％）

平成21年 11 11 16 16 13 97 42,569 8,323 19.6

平成22年 11 11 16 16 13 88 38,476 5,814 15.1

平成23年 11 11 16 16 13 87 32,843 5,171 15.7

平成24年 11 11 16 16 13 94 29,484 5,361 18.2

平成25年 11 11 16 16 13 92 26,801 5,103 19.0

平成26年 11 11 16 16 13 90 25,395 4,653 18.3

平成27年 11 10※ 16 16 13 92 25,804 4,806 18.6

平成28年 11 11 16 16 13 90 26,096 4,213 16.1

平成29年 11 11 16 16 13 87 26,923 4,946 18.4

平成30年 11 11 16 16 13 91 25,878 4,742 18.3

令和元年 11 11 16 16 13 97 25,132 5,729 22.8

令和２年 11 10※ 16 16 13 88 30,409 6,295 20.7

令和３年 10※ 11 16 16 13 87 31,696 4,832 15.2

令和４年 11 11 16 16 13 91 30,007 6,289 21.0

令和５年 11 11 16 16 13 88 28,118 4,562 16.2

令和６年 11 11 16 16 13 92 28,067 6,531 23.3

令和７年 11 11 16 16 13 88 27,489 4,529 16.5



２．法規は２ヶ月で「25点取れる」のか？
本当に、２ヶ月で法規は、25点が取れるのだろうか？

研究会は、平成27年に法規の過去問20年（H7～H26）の2,470選択肢を分析した。その結果、１回だけ出題された法文の確率

は、（136/2,126）×100＝6.4％であった（検討対象とならない融合問題を除く）。

逆の言い方をすると、20年間で見ると、93.6％の法文が繰り返し出題されているとなる。つまり、重要法文は繰り返し出題されて

いて、この確率であれば、過去問20年だけに集中した学習法で法規25点が取れる。なお、毎年、初出題の問題も若干含まれ

るが、それは４択での消去法で対処可能である。また、資格学校は、新法文が多い等の勧誘をしてくるが、嘘ではないが、全問

題を分析すれば過去問学習で25点取れることが明らかになるので、営業トークと判断してあまり気にする必要はない。

【注意】本件は時間のない緊急対策であり、あまりに法規に傾注することも危険である。法規を25点へ伸ばしつつ、他の科目も

確実に底上げする学習法、つまり別途解説している「過去問学習で100超え」が最も望ましい。当初、本内容は、「法規28点合

格法」としていたが、多くの研究会受講者から「法規は25点は取れるが28点は厳しい」との意見を頂く、「法規25点合格法」へ変

更しました。

３．短期間に法規25点を取るための「具体的な学習法」
過去問学習は王道であり、過去20年間の全科目の問題を学習すれば、100点を超えて確実に合格できる。

学科Ⅲ法規を25点取ることは、他の科目の点数を下げれるので、短期間に合格できる。そこで、研究会は、具体的にどのよう

に学習すれば２ヶ月という短期間に法規25点が取れるのか？ということを追求してきた。約８年間の間、研究会は、様々な試行

錯誤をしてきたが、大きく下記４種類の学習法により、法規は２ヶ月で25点取れると考えている（半年あれば確実）。

（1）YouTube解説

YouTube解説は、分かりやすい図を多く組み込みパワーポイント音声として、一度YouTubeで公開したものを、再度ＨＰ内で見

やすく項目別にアップしたものである。ＨＰの講座内には、このYouTubeの解説についてのPDF（ノート形式）も掲載している。

（2）ポイント読上

ポイント読上は、過去問を全て正解文の箇条書きとしてまとめている「ポイント一覧表」を、パワーポイント音声として読み上げて

いる。携帯で見ながら聞けるので、通勤電車内の学習には最適である。2025年12月には、R7を追加してアップする。

（3）項目別一覧表

項目別一覧表は、直近20年間の過去問について、A3伴1枚に同じ項目10問をまとめて並べたものである。例えば、毎年１問が

出題される項目であるなら、過去問は20問あるのでA3伴2枚となっている。このA3伴2枚を机に置くと、過去問20年が全て見れ

るので、効率よく学習することができる（研究会は、これを「目で見る学習法」としている）。

（4）出題法文一覧表（法令集の作り方含む）

出題法文一覧表は、過去問20年の項目別の出題法文が一覧表でわかるようにまとめている。どの法文がどの程度の出題と

なっているか、その確率が数値としてわかる。また、ここでは、「数秒で引ける法令集の作り方」もあり、それと併用学習すること

で、法規は短期間に高得点が取れるようになる。



（1）YouTube
学科Ⅲ法規のYouTube講座は、全体解説として2025年11月から開始し、令和7年問題を組み込んだ「項目別一覧表」は、2025

年3月から資料のＨＰ公開に合わせて、法規YouTube解説もアップする。（ＨＰ内では同時にノート形式のPDFも掲載）。

下記に参考として「1.用語」の内容を示す。



（2）ポイント読上
学科Ⅲ法規のポイント読上げ講座は、平成7年から最新年度までの過去問をすべて正解文の箇条書きとして、その一覧表を

パワーポイント音声読上としてアップしている。令和7年の問題は、2025年12月に組み込み再アップする。



（3）項目別一覧表
研究会の最大の特徴は、この「項目別一覧表」にあると言える。

ここは、過去問20年の本格学習法であり、効率良く学習するために「目で見る学習法」を提案している。

法規（H8～H27）までの過去問20年では、選択肢問題が2，465問ある。

（25問×5選択肢×13年）＋（30問×4選択肢×7年）＝2,465問

この膨大な問題数を単純に繰り返し解くのは、効率の良い学習とは言い難い。

そこで、2,465問を項目別に振分けて、一目で見れる「出題問題の項目別一覧表」にまとめた。

令和7年の問題の組み込みは、試験元から問題使用許諾後となる2026年1月から資料作成後に公開する。

２ヶ月で25点を取るためには、出題される法文が、どのような問題パターンで出ているのかなどを目で見ながら理解すると効果

的である。出題問題一覧表は、１項目の過去問20年分がＡ３伴２枚程度（Ａ３伴１枚には10個の問題がある）となっているので、

机の上に２枚並べると、20年全ての問題が見える。この「見える」ということが非常に重要である。更に、類似問題は、同じ色で

分けているので、同じ色を見比べると類似問題が一目瞭然となる。最初（１回目）の学習は、それなりに時間を要するが、２回目、

３回目は、出題問題の変形パターンやヒッカケ問題など目で見て違いが分かるようになる。研究会では、これを「目で見る学習

法」と名付けた。これは、実際に行ってみると、かなり学習時間の短縮ができる。



（4）出題法文一覧表 ・ 法令集マーカの仕方
研究会では、法規を短期間に高得点が取れるように、下記２種類の資料を提供している。

（1） 過去問20年分の出題法文の出題確率などが一目瞭然となる出題法文一覧表

（2） 出題法文のみのマーカーで試験にでる法文がわかる法令集強マーカの仕方

過去問（H７～R７）の

出題法文のみにマーカー

R７は2025年12月公開

法令集の最強マーカーの書き方

「法文と見出し」・・・出題法文 「出題年度」・・・出題選択肢番号 「出題数」・・・出題確率を数値化 「傾向分析」・・・問題の概要把握

この１枚の表から、過去問20年の法規

１問目に出題される「用語」について、

どの法文が出たか一目瞭然で分かる。

※出題法文の「出題確率を数値化」した。

出題法文一覧表


